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－

審判 主審 副審

京北 安倍川
No. 得点 3P 2P FT Ｆ No. 得点 3P 2P FT Ｆ

4 ＊ (C) 11 0 4 3 2 4 ＊ (C) 16 2 5 0 2

5 ＊ 7 0 3 1 1 5 ＊ 8 0 4 0 3

6 ＊ 7 1 2 0 0 6 ＊ 12 3 1 1 0

7 ＊ 17 1 7 0 1 7 ＊ 9 0 4 1 1

8 ＊ 13 0 6 1 2 8 ＊ 3 1 0 0 2

9 14 1 5 1 0 9 - - - - -

10 2 0 1 0 2 10 - - - - -

11 7 0 3 1 0 11 - - - - -

12 0 0 0 0 1 12 - - - - -

13 2 0 1 0 1 13 - - - - -

14 4 0 2 0 0 14 - - - - -

15 2 0 1 0 0 15 - - - - -

16 0 0 0 0 0 16 - - - - -

17 0 0 0 0 0 17 - - - - -

18 0 0 0 0 0 18 - - - - -

86 3 35 7 10 48 6 14 2 8

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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警告：合計が違います

 比嘉　涼太

48 安倍川
(東　京)

京北 86
○

２日目 決勝トーナメント１回戦

結
果 (静　岡)●

2GA3
期 日
試合区分

会 場 広島県立総合体育館

　予選リーグを危なげなく勝ち上がった京北と、接戦を制し駒を進めた安倍川との対戦。両チームともハーフのマン
ツーマンDefでスタート。先制したのは京北＃８のドライブイン。対する安倍川は＃４の外角シュートを中心に対抗す
る。お互い激しいDefからの速い攻めを展開するが、安倍川は外角シュートがなかなか決まらない。京北は＃１４の
ゴール下、＃９の３Ｐなどで得点を重ねる。２Ｑに入り、京北はボールに対して激しくプレッシャーをかけ、安倍川は思
うようにシュートが打てない。＃５、＃４のシュートが決まるが、京北は＃５がゴール下のシュートをねじ込み、じわじわ
と差を広げていく。安倍川はタイムアウトを取り流れを変えようとするが、京北はメンバーを変え激しいDefを仕掛け、
５３－２５で前半は終了した。
　３Ｑ序盤、安倍川は＃６、＃４の３Ｐ、＃７のミドルと連続得点し、さらにスティールから＃６が決め、５９－３８と追い
上げる。しかしここから京北はドライブからの合わせや外角シュートで自分たちのペースを取り戻し、６８－４０で３Ｑを
終えた。４Ｑは、京北が２－１－２のゾーンからボールを奪い、着実に加点していく。安倍川はゾーンを攻めきれず得
点が止まる。京北は最後まで攻撃の手を緩めず、８６－４８で勝利した。敗れたとはいえ安倍川の最後までゴールに
向かい続けた懸命な姿にも拍手を送りたい。
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